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議会広報特別委員会
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委　員  林　悦子・谷田部由則
　　　　 飯島洋省・軽部　徹

発行責任者　議　長 　仁平　実

次の定例会は

３月３日（火）
10時開会予定です。
みなさまの傍聴を
お待ちしています
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　謹賀新年。昨年は、平成から令
和への御代がわりを、国民こぞって
お祝いすることができ、日本国の奥
深さ、皇室の有難さを、深く心に
留めた一年だったと思います。
　桜川市では、昨暮、長年の懸案
であった上曽峠トンネル化事業が
実現する運びとなりました。これに
よって、つくば、土浦、石岡、桜川
市の筑波山を囲む４市がつながり、
広い地域づくりが可能になります。
何より、通勤、通学、流通の新た
なルートができるのです。

　「当市の魅力は」と言えば、国内
の他の地域と比べても、比較的災
害に強く、治安も良い。また、食
に恵まれ、美しい景観があり、地
域共同体も機能している。東京か
らわずか百キロ。車で一時間半の
距離です。当たり前と思っている自
分達の良い所を自覚
し、自信をもって市
政に貢献できる議会
でありたい、と思っ
ています。本年も宜
しくお願い致します。

小峰 尚さん（陶芸家）
桜川市池亀
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11月
 １日 筑西広域市町村圏事務組合議会運
  営委員会
 ６日 筑西広域市町村圏事務組合議会定
  例会
 18日 茨城県市議会議長会議員研修
 27日 建設経済常任委員会
 29日 文教厚生常任委員会

12月
 ４日 総務常任委員会
  建設経済常任委員会
 ５日 議会改革特別委員会
  議会運営委員会・議会全員協議会
10～13日　第４回定例会
 11日 議会広報特別委員会
 13日 建設経済常任委員会

１月
 15日 議会広報特別委員会
 22日 総務常任委員会
  建設経済常任委員会
  議会運営委員会・議会全員協議会
  令和２年第１回臨時会
  議会広報特別委員会


